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第 2編第 2章　世界の諸地域

面積が広く人口密
みつ

度
ど

の低いアメリカでは，
人々の生活が自動車と深く結びついています。

鉄道などの公共交通機関を使って移動することも多い日本とは異
こと

な
り，アメリカでは，都市部でも農村部でも，通勤・買い物・行楽な
ど，日常生活の広い範

はん

囲
い

に自動車が使われています。広い駐車場を
そなえたショッピングセンターや主な都市を結ぶ高速道路など，自
動車がなければ生活が成り立たない自

じ

動
どう

車
しゃ

社
しゃ

会
かい

です。
アメリカの生活スタイルは，新しい製品を安
く大量に生産・販

はん

売
ばい

し，消費する大
たい

量
りょう

生
せい

産
さん

・

大
たい

量
りょう

消
しょう

費
ひ

が特色です。この生活スタイルは，アメリカの産業を盛
さか

ん
にするだけでなく，アメリカの製品や文化とともに世界中に広がり，
人々の生活を便利にしています。その一方で，多くの資

し

源
げん

やエネル
ギーを使い，大量の廃

はい

棄
き

物
ぶつ

を生み出すようになりました。
　ヨーロッパでは，持続可能な社会をめざすさまざまな取り組みが
進められていますが，アメリカでは，廃棄物や資源・エネルギーの
面で，さまざまな課題があります。多くのごみはそのまま地中に埋

う
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自動車社会の
生活のようす

 ショッピングセンターのまわりに広がる駐
ちゅう

車
し ゃ

場
じょう

（2017年，アメリカ／ニュージャージー州）
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 ショッピングセンターで買ったものを運ぶ人々
（2016年，アメリカ／バージニア州）
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 主な国の1人あたりのエネルギー消費
量（Statistical Review of World Energy 

2018ほか）
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められていて，日本では各地にあるごみ焼
しょう

却
きゃく

炉
ろ

はあまり見られませ
ん。また，現在でもガソリンを大量に消費するような自動車が多く
販売されています。これは，燃料効率が悪いだけではなく，大気汚

お

染
せん

の原因物質や，地球温
おん

暖
だん

化
か

の原因の一つとされる温室効果ガスを
たくさん排

はい

出
しゅつ

することにつながります。ガソリンの消費を減らすた
めに，新たな税金や法

ほう

律
りつ

を設ける動きもありますが，全国的には十
分機能していません。

一方で，資源の浪
ろう

費
ひ

をおさえて環
かん

境
きょう

保全に取
り組む動きもみられます。アメリカでは，再

生可能エネルギーによる発電を支
し

援
えん

する政
せい

策
さく

が行われています。そ
の結果，関連産業で働く人が多くなり，持続可能な社会をつくるう
えで影響力をもちつつあります。また，一部の州では，缶

かん

・びん・
ペットボトルのリサイクルを促進するために，販売の際に預り金を
徴
ちょう

収
しゅう

し，使用後に容器を返却すると返金されるしくみを設けていま
す。ファーストフードのチェーン店では，プラスチック製のスト
ローを廃止したり，再生可能なカップを使ったりする動きが進んで
います。世界最大の経

けい

済
ざい

規
き

模
ぼ

のアメリカで，今後，どのように持続
可能な社会をつくっていくか，大きな課題となっています。
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大量生産・大量消費
をめぐる問題

新たな取り組み

大量生産・大量消費の社会から持続可能
な社会に転

てん

換
かん

することは，産業や生活を
どのように改めることでしょうか。具体
的な例をあげて説明しましょう。

確認

 再生可能なカップをあつかうアメリカの
コーヒーチェーン店（2014年，アメリカ／フ
ロリダ州）　使いすての容器が不要になるの
で，廃棄物の量を減らすことができます。
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シェールガスとシェールオイル
地理

　アメリカは豊富な鉱産資源を生かした鉱業が盛んですが，消費量も多い
ために大量の資源を輸入しています。しかし，最近，技術の進歩によって，
これまで採

さ い

掘
く つ

の難
むずか

しい場所にあった天然ガス（シェールガス）や石油（シェー
ルオイル）の採掘が可能になってきました。その結果，アメリカでは天然ガ
スや石油の自給率が高まり，輸入が減って輸出が可能になってきました。
また，資源価格が下がることで工業生産が増えることが予想されています。
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大量生産・大量消費の生活
スタイルと持続可能な社会5 6

アメリカが大量生産・大量消費の社会
を続けるとほかの国にどのような影響
をあたえるか，話し合いましょう。

深めよう

 天然ガスの国別生産量（Statistical 

Review of World Energy 2018）
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 デポジット制の商品を返却する人（左：
2015年，アメリカ／オレゴン州）とそのしくみ
（右）
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 シェールオイルの採掘のしくみ5
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注） 石油に換算した量です。
かん さん

たくさんの自動車があるね。
人々の生活は自動車とどのよ
うに結びついているのかな。

あらかじめ容器代もいっしょ
にお支払いいただきます。

し はら

容器を返却して
いただいたので
容器代はお返し
します！

へんきゃく
りんごジュース 1.5 ドル

預り金（デポジット）

飲み物代　1 ドル

容器代　0.5 ドル

容器代　0.5 ドル

学習  課題
アメリカの大量生産・大量消費
の社会は，どのような課題をか
かえているのでしょうか。

見方・考え方

人間の活動が自然環
かん

境
きょう

にあたえる影
えい

響
きょう

が強まっている現状と資
し

源
げん

の有限性に
着目しましょう。
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　新しい中学校学習指導要領は，社会科の教科目標の一つ
として「よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決
しようとする態度を養う」ことを掲げています。この点から
すれば，社会科は中学校教育の中で SDGs の達成を担う
中核的な教科と言えるでしょう。その中でも，日本や世界の
地域に関わる諸事象を扱う地理的分野は，私たちが生活す
る現在の日本・世界で，SDGs の達成がなぜ必要なのか，
SDGs にどのように取り組まれているのか，達成のためには
何が課題なのかを知り，それを踏まえて私たちはどう行動す
ればよいのかを考える役割を担っています。

　こうした役割の視点から新学習指導要領に示された地理
的分野の内容をみると，中項目「Ｂ（2）世界の諸地域」では，
世界の諸地域の地域的特色や地球的課題を理解したり，地
球的課題を地域的特色と関連付けて考えたりすることを通し
て，世界における SDGs の必要性や SDGs への取り組み，
達成のための課題，そして私たちに必要な行動を理解した
り，考えたりする学習の展開が求められています。また，中
項目「Ｃ（2）日本の地域的特色と地域区分」「Ｃ（3）日本
の諸地域」では，日本全体と各地方の地域的特色や課題を
理解したり，地域の特色を生み出す事象の成立条件をそれ
ぞれの地域の課題と関連付けて考えたりすることを通して，
日本における SDGs の必要性や SDGs への取り組み，達
成のための課題，そして私たちに必要な行動を理解したり，

SDGsの達成に果たす
地理的分野の役割

持続可能な生産消費形態
を確保する。

▲ 教科書 P.92-93

達成のための
課題や私たちに
必要な行動

持続可能な
社会を
つくるために

地球的課題と
SDGsの必要性

Goalへの
取り組み

▲ 教科書 P.94-95

地理

2



考えたりする学習の展開が求められていると言えるでしょう。
さらに，中項目「Ｃ（4）地域の在り方」では，私たちの生
活の場である地域で地理的な課題を見出し，その解決につ
いて SDGs の理念である持続可能性に着目して考えること
を通して，地域のレベルで SDGs を達成するために私たち
に必要な行動を考え，地域の一員としてそれを実行しようと
する態度につなげる学習が求められていると考えられます。

　それでは，そのような SDGs に関わる学習は，新しい日
文の地理教科書では，どう具体化されているでしょうか。
　左にあげた紙面は，「Ｂ（2）世界の諸地域」に位置付け
られる北アメリカ州の単元の中から，その一例を示したもの
です。北アメリカ州では，「世界に影響をあたえる産業」を
テーマに，主にアメリカ合衆国に焦点をあてて学習が進みま
す。教科書 P.92-93 では，単元の学習のまとめとして，「ア
メリカの大量生産・大量消費の社会は，どのような課題を
かかえているのでしょうか」という【学習課題】を設定し，
人々の生活スタイルをめぐる問題やその解決をめざす「持続
可能な社会」をつくるための取り組みなどについて理解した
り，考えたりする学習の展開が想定されています。こうした
展開を SDGs の視点からみれば，Goal12「つくる責任 つ
かう責任」がなぜ必要なのか，どう取り組まれているのかを
理解したり，考えたりすることに他なりません。紙面の都合
で省略しましたが，続く教科書 P.94-95 では，【チャレンジ
地理】として「アメリカでも持続可能な社会をつくる必要が
ある」とする立場から「大量生産・大量消費の社会を発展
させていくべきだ」と考えているアメリカの人々との模擬討
論が設定されていて，それを通してGoal12を達成するた
めの課題や私たちに必要な行動について理解したり，考えた
りすることが出来るような学習の展開が想定されています。
　新しい日文の地理教科書で，SDGs の視点から展開がで
きる学習は北アメリカ州だけではありません。「世界の諸地
域」でみれば，アフリカ州のモノカルチャー経済の課題やそ
の克服への取り組み（教科書 P.76-77）は Goal1「貧困
をなくそう」とつながりますし，ヨーロッパ州での環境保全
への取り組み，資源・エネルギー政策（教科書 P.66-67）
はGoal7「エネルギーをみんなに そしてクリーンに」につ
ながります。南アメリカ州における人と環境にやさしい都市
の様子（教科書 P.101）は  Goal11「住み続けられるま
ちづくりを」につながり，同じ南アメリカ州での熱帯雨林

開発をめぐる環境問題や環境に配慮した取り組み（教科書
P.102-103）は，Goal15「陸の豊かさも守ろう」とつな
がります。
　「Ｃ（2）日本の地域的特色と地域区分」と「Ｃ（3）日本の
諸地域」でも，新しい教科書には SDGs の視点から展開で
きる学習が数多く取り上げられています。日本全体の地域的
特色と結び付いた環境問題への取り組み（教科書 P.154-
155）や防災・減災への取り組み（教科書 P.148-151）は，
Goal7やGoal13「気候変動に具体的な対策を」につながっ
ていると言えるでしょう。自然環境を保全しながら観光業を
発展させる取り組み（九州地方／教科書 P.173）や，農産
物を活用した地域活性化の取り組み（中国・四国地方／教
科書 P.186-187），世界をめざす企業と伝統産業の取り組み

（近畿地方／教科書 P.200-201）などは，Goal12につ
ながっています。とくに東北地方（教科書 P.234-247）は，
SDGs がめざす「持続可能な社会づくり」を，全体を貫くテー
マとした学習の展開が想定されています。
　さらに，新しい教科書の最後に位置付けられている，京
都市を事例とした「Ｃ（4）地域の在り方」（教科書 P.263-
273）は，地域の状況に応じて工夫することで，SDGs の
Goal すべてにつながる学習の展開が可能なのではないで
しょうか。
　最後に，地理的分野の学習が SDGs とつながることで，
生徒はどんな資質・能力を身に付けることができるのかを考
えてみたいと思います。地理的分野の目標として掲げられて
いる知識や技能，思考力・判断力・表現力といった資質・
能力を身に付けられることは言うまでもありません。それに
加えて，SDGs で設定された17の Goal を達成するために，
私たちの行動を見つめ直し，人 と々協力しながら達成のため
に必要な行動につなげることが何よりも重要です。それはつ
まり，社会科の目標に示されている「よりよい社会の実現を
視野に課題を主体的に解決しようとする態度」に他ならない
のではないでしょうか。これはまさに今求められている資質・
能力です。

●浅川 俊夫（あさかわ としお）
専門分野／中等地理教育
2016年 3月まで，埼玉県で公立高校教員として
地理教育に携わるとともに，その間，国立教育
政策研究所教育課程調査官などを経験。現在は，
教育学部教員として中等教育教員養成にあたっ
ている。
日本文教出版『中学社会』教科書著者

新教科書にみるSDGsの学習と
育まれる資質・能力
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 災害の歴史に学ぶ1課題例

「歴史との対話」を未来に活かす

日本列島で起きた災害

干
か ん

害
が い

対策 防火対策

地震津
つ

波
な み

対策と災害の記
き

憶
お く

の継
け い

承
しょう

被
ひ

災民対策

洪
こ う

水
ず い

対策

資料1

ききん対
た い

策
さ く

資料2

資料3 資料6

資料7資料4

資料5

　過去に日本列島で起きた災害を正確に把
は

握
あ く

することはたいへん困
こ ん

難
な ん

な
ことですが，死者が1000人をこえる大規

き

模
ぼ

災害の発生回数を読み取り，
過去の災害のおおまかな傾

け い

向
こ う

を見てみましょう。

18世紀の享
きょう

保
ほ う

のききんで，人々がうえに苦しむの
を見た青

あ お

木
き

昆
こ ん

陽
よ う

は，『蕃
ば ん

薯
し ょ

考
こ う

』を書き，琉
りゅう

球
きゅう

から薩
さ つ

摩
ま

に伝わっていたさ
つまいもに着目して普

ふ

及
きゅう

を訴
うった

えました。
　江

え

戸
ど

幕
ば く

府
ふ

の８代将
しょう

軍
ぐ ん

徳
と く

川
が わ

吉
よ し

宗
む ね

が，この本と種
た ね

芋
い も

を諸
し ょ

国
こ く

に配ると，や
せた土地でも育つさつまいの栽培が広がりました。

大
お お

阪
さ か

狭
さ

山
や ま

市の狭山池は，1400年前の飛
あ す か

鳥時
代につくられました。以後，行

ぎょう

基
き

や朝
ちょう

廷
て い

が貯水量を増やす工事
を重ね，周辺の農地の水不足を解消し農業を支えてきました。

江戸時代，江戸の大半
を焼失させる大火が，10回以上
も発生しました。木造家屋が密

み っ

集
しゅう

して建ちならぶ都市では，火災は，
最も身近でおそろしい災害でした。
　1718年，それまで中心であっ
た武士の消防組織に加え，町人の
消防隊である町火消が設置されま
した。費用は町人が負

ふ

担
た ん

し，江戸
全体で約1万人いたと伝えられて
います。

岩
い わ

手
て

県宮
み や

古
こ

市の
姉
あ ね

吉
よ し

に「高き住居は児
じ

孫
そ ん

の和楽　
想へ

（え）

惨
さ ん

禍
か

の大津
つ

浪
な み

　此
こ

処
こ

より下
に家を建てるな」と刻

き ざ

んだ石碑
があります。この石碑は，
1933（昭和8）年の昭

しょう

和
わ

三
さ ん

陸
り く

地
震津波の後，海

か い

抜
ば つ

50ｍのとこ
ろに建てられました。姉吉地区
は，このときの津波と，1896

（明治29）年の二度にわたって
地震と津波におそわれ，生

せ い

存
ぞ ん

し
た住民がそれぞれ4人と2人と

いう壊
か い

滅
め つ

的な被害を受けていました。石碑を建てて以
い

降
こ う

，
石碑より低い場所に住む人はなく，東日本大震災のときも
海抜40.5ｍのところまで津波が押

お

しよせましたが，民家は
この石碑より高いところにあり，住民は無事でした。
　こうした石碑は，全国各地に建てられています。過去の
災害の記録と記憶をとどめ，未来に向けた防災の糧

か て

とすべ
く，データベース化して広く公開する取り組みも進んでい
ます。

江戸時代，幕府をはじめ寺社や個人によって建て
られ，被災民を収

しゅう

容
よ う

して食料をあたえました。

自分の力で領国を治めた戦国大名は，領民の生
活を守るとともに，安定した年

ね ん

貢
ぐ

の確保をめざして，農業な
どを盛

さ か

んにし，治水事業に力をそそぎました。

 青木昆陽『甘
か ん

藷
しょ

記
き

』（国立国会図
書館蔵）　『蕃薯考』
を庶

し ょ

民
み ん

向けにわか
りやすく書いたの
が『甘藷記』です。

 天
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保
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のききんで蘭
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学
が く

者の渡
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辺
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崋
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山
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らが京
きょう

都
と

に設置した救
すくい

小
ご

屋
や

（荒
こう

歳
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流
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民
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救
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恤
じゅつ

図
ず

　東京都　国立国会図書館蔵）

 町火消（東
とう

京
きょう

都江戸東京
博物館蔵）

 岩手県姉吉の大津浪記
念碑

 信
し ん

玄
げ ん

堤
つつみ

（山
やま

梨
な し

県甲
か

斐
い

市）　甲
か

斐
い の

国
くに

（山梨県）を治めた戦国大名の武
た け

田
だ

信玄が，16世紀なかばに築いた堤防で，今に残されています。

 死者1000人以上（推
す い

定
て い

）の大規
き

模
ぼ

災害（河
かわ

田
た

惠
よし

昭
あき

作成資料，2018年現在）

かんがい設備

国立民族学博物館の
ウェブサイト
「津波の記憶を刻む文化
遺産－寺社・石碑デー
タベース」

学習  課題
災害に強い社会の実現をめざし，防災・
減災に関するそなえを過去から学びま
しょう。

ステップ1 日本列島では，いつ，どのよ
うな災害が起こっていたのでしょうか。
資料1 から，どの時代にどのような災害が多
かったのか読み取りましょう。

ステップ2 先人たちは災害にどのように
向き合い，生きぬいてきたのでしょうか。

資料2〜7 のほか，テーマ別さくいん「きき
ん・災害・疫

え き

病
びょう

」（ P.299）も活用して，ど
のような人々がどのように対

た い

処
し ょ

してきたのか，
整理しましょう。また，身近な地

ち

域
い き

に似たよ
うな事例がないか，調べましょう。

ステップ3

資料2〜7 にある先人たちの取り組みが現代
に引きつがれていないか，考えてみましょう。

先人の取り組みをふまえ，現
代も継

け い

承
しょう

・発
は っ

展
て ん

すべきことは何でしょうか。
自分の考えをまとめましょう。

公民的分野の学習に向けて

現在の国や地方公共団体の災害に
対する取り組みを学びましょう。
政治単元

環
か ん

境
きょう

問題や自然災害に対する国際
協力の重要性が高まるなか，日本の国際社会
への貢

こ う

献
け ん

や果たしている役
や く

割
わ り

を学びましょう。

国際単元

救小屋

治水事業

さつまいもの栽
さ い

培
ば い

地震津波碑
ひ

町
まち

火
び

消
け し

　2011（平成23）年3月11日に発生した東日
本大震

しん

災
さい

の発生以
い

降
こう

，過去の災害について学
ぼうとする取り組みが，広く行われるように
なりました。
　文字による記録だけでなく，遺

い

跡
せき

の発
はっ

掘
くつ

調
査などの成果を組み合わせて，過去の災害の
被
ひ

害
がい

の実態や復興の過程を明らかにしようと
する研究が進んでいます。今後のそなえを検

けん

討
とう

していく際の大切な情報の一つに位置づけ
ているのです。

東日本大震災

発生回数
火山
噴火

つ なみ

津波

じ しん

　　　地震

たかしお

高潮

こうずい

洪水

600年 1000年 1400年 1800年 1900年 1950年 2000年

3

22

20

合計
99回

古代 中世 近世 近代 現代

30

24

ふん か

300 301

▲ 教科書 P.300-301

　SDGsは，2030年までに実現すべき世界を描いた17 の

　中学校歴史的分野の内容とSDGsとの接点を考えた時に，
まず想起されるのはいわゆる「構想」の学習です。歴史的
分野の最終項目に位置づけられた本学習では，「これまでの
学習を踏まえ，歴史と私たちとのつながり，現在と未来の日
本や世界の在り方について，課題意識をもって多面的・多角
的に考察，構想し，表現すること」（中項目「C（2）現代の
日本と世界」）が目指されています。一見すると，現在と未
来の社会を対象とした学習と捉えられそうですが，このなか
で歴史学習はどのような位置と役割を果たすのでしょうか。

新学習指導要領で示された内容と
SDGsのつながり

教科書のどの教材が，
SDGsとつながるか

ゴールとその課題ごとに設定された169のターゲットから構
成されていますが，そこには貧困や飢餓，教育，ジェンダー，
経済成長，環境問題をはじめとした広範な現代的課題が網
羅されています。
　なかでも，近年，地震・津波や風水害をはじめとした多
くの自然災害に見舞われている中，今後の復興や防災・減
災の在り方を考えることは喫緊の課題の一つといえるでしょ
う（Goal11，Goal13参照）。新しい日文の歴史教科書
では，「構想」の学習の一例として，2011年３月11日の東
日本大震災の発生以降，広く行われるようになった過去の
災害に学ぼうとする取り組みが取り上げられています（教科
書 P.300-301「課題例① 災害の歴史に学ぶ」）。たとえば，
教科書 P.301の資料 7 には，1933年の昭和三陸地震津
波の後に建てられた岩手県宮古市姉吉の地震津波碑の事例
が紹介されていますが，「高き住居は児孫の和楽　想へ惨
禍の大津浪　此処より下に家を建てるな」との碑文からは，
2度にわたる津波被害とその記憶を未来の世代へと伝承しよ
うとする当時の住民の切実な思いと取り組みの事実に触れる

4
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学習  課題

見方・考え方

国際社会と私たちの身近な問題が，ど
のように結びついているか着目しま
しょう。

これからの世界に日本が貢
こ う

献
け ん

す
べきことや，日本がかかえる課
題について考えてみましょう。

つながり

な歴史的事実を学んだうえで，対話を重ね，共有できる認識を広げ
ていくことがたいへん重要です。

少子高
こう

齢
れい

化に対応した社会保
ほ

障
しょう

や，防災，エ
ネルギー問題，沖

おき

縄
なわ

の基地問題など，国内に
も解決しなければならない問題が山積しています。なかでも人

じん

権
けん

の

尊
そん

重
ちょう

は重要な課題です。部落差別の撤
てっ

廃
ぱい

は，国や地方公共団体の責
務であり，国民的課題です。また，性的少数者，在日韓国・朝鮮人，
アイヌ民族，外国人労働者といったマイノリティ（少数者）のなかに
は，偏

へん

見
けん

や差別になやまされている人がいます。障
しょう

がい者や高齢者，
女性，子ども，貧

ひん

困
こん

者など，学校や職場，地
ち

域
いき

，家庭など社会の各
所で弱い立場におかれ，苦しんでいる人もいます。すべての人々の
人権を尊重し，属性や個性，文化の多様性を認

みと

め合い，ともにいき
いきとくらすことのできる社会を実現することが必要です。

急速な変化をとげてきた現代社会ですが，21
世紀になって，その変化の方向は見えにくく

なっています。そのような時代だからこそ，歴史に学ぶことは重要
です。例えば，戦争や公害，差別問題に関する歴史は，どのような
時代になろうとも，大切な価

か

値
ち

や教訓を教えてくれます。有名・無
名を問わず，それぞれの時代を生きぬいてきた人々が，次の時代を
つくってきたことも，歴史が教えてくれます。現在の私たちの行動
もまた，未来をつくっていくのです。歴史に学び，現在を生きぬき，
未来を切り拓

ひら

いていく。そんなみなさんの活
かつ

躍
やく

を願っています。

3

6

解決をせまられる
国内課題

歴史から未来へ

平和で持続可能な地球社会の実現に向けて，
グローバルに取り組むべき課題は山積してお

り，日本の貢
こう

献
けん

が問われています。私たちは，歴史に学びながら，
もてる知

ち

恵
え

を集めて，地球社会の一員として，それらに取り組む必
要があります。
　地球環

かん

境
きょう

の悪化の問題への対応は，緊
きん

急
きゅう

の課題です。これまで公
害問題やエネルギー問題に取り組んだ歴史のある日本には，公害防
止や省エネルギーに関する技術や知恵が豊富にあり，それを世界で
役立てています。こうしたグローバルな課題に取り組む国際NGO
（非政府組織）には，たくさんの日本人が参加しています。
　地

ち

域
いき

紛
ふん

争
そう

に際して日本は，国連の平
へい

和
わ

維
い

持
じ

活
かつ

動
どう

（PKO）や多国籍
せき

軍
の活動への協力が求められ，自衛隊を派

は

遣
けん

しました。一方で，唯
ゆい

一
いつ

の被
ひ

爆
ばく

国
こく

で，戦争のむごさを知る日本は，憲
けん

法
ぽう

の平和主義や非
ひ

核
かく

三
原則を守りながら，核兵器のおそろしさや平和の尊

とうと

さを世界に伝え，
核廃

はい

絶
ぜつ

と軍
ぐん

縮
しゅく

の実現に貢
こう

献
けん

することが求められています。
　東アジアの緊

きん

張
ちょう

緩
かん

和
わ

にも，日本の貢献が問われています。韓
かん

国
こく

と
北朝

ちょう

鮮
せん

の分断は続いており，北朝鮮による拉
ら

致
ち

問題の解決や朝鮮半
島の非核化に向けて，関係各国と協調しながら努力を続けています。
また，日本と近

きん

隣
りん

諸
しょ

国
こく

とのあいだでは，領土問題や歴史認識問題で
の対立と緊張が生じていますが，それを解きほぐすためには，確か

1〜4

P.294

3

1

4

2

P.266

P.277

P.277

世界のなかの
日本の課題

 NGOは，人権，環境，平和，開発などの公益
的活動に取り組む民間組織のことです。NPO

（非営利組織）もほぼ同じですが，日本では，
NGOは国際的な活動を行う団体に使われます。
 武力行使を目的とはせず，補

ほ

給
きゅう

支援や復興支
援などに目的を限定して派遣され，武器の使用
は正当防

ぼう

衛
えい

に限られました。

1

2

 1965（昭和40）年の同和対
た い

策
さ く

審
し ん

議
ぎ

会の答
申をもとに，同和対策事業特別措

そ

置
ち

法が施行
され，生活環境の改

か い

善
ぜ ん

や雇
こ

用
よ う

拡
か く

大
だ い

などの努力
が行われました。2016（平成28）年には，部
落差別の解消の推

す い

進
し ん

に関する法律が制定され，
差別解消に向けた取り組みが強化されました。

3

これからの世界と日本の課題　
－歴史のあゆみと私たち－

3

身近な差別の解消は，どのように平和
の実現に結びつくのでしょうか。

深めよう

国際社会がかかえる問題の解決のために，
私たちには何ができるか，日本には何が
できるかを話し合いましょう。

確認

 干ばつに苦しむアフガニスタンで日本
のNGOが建設した用水路（2008年）
3

 PKO協力法により初めて派遣された自
衛隊の道路の舗

ほ

装
そう

工事（1993年　カンボジア）
4

 女川いのちの石碑（2013年）　宮城県
内の石材店の協力や募

ぼ

金
き ん

によって実現した
石碑です。

5

 アイヌ文化の体験学習のようす
（平

び ら

取
と り

町立二
に

風
ぶ

谷
た に

アイヌ文化博物館）
6

 国際連合の軍縮部門の責任者として
活躍する中

なか

満
みつ

泉
いずみ

さん（2017年）
1  ノーベル生理学・医学賞を受賞した

本
ほ ん

庶
じ ょ

佑
たすく

さん（左，2018年）
2

私たちにできること－震
し ん

災
さ い

の教訓を未来に伝える－

　先人の防災・減災に関する知恵を学び，今後のそなえを
検
け ん

討
と う

する際の大切な情報の一つに,津
つ

波
な み

被
ひ

害
が い

などを刻
き ざ

んだ
石
せ き

碑
ひ

があります。
　宮

み や

城
ぎ

県女
お な

川
が わ

町は，東日本大震災によって，死者・行方不
明者が800人をこえるなど，甚

じ ん

大
だ い

な被害を出しました。そ
の女川町に，「千年後の命を守るために」自分たちに何が
できるかを考え，活動した中学生がいます。
　2011（平成23）年に入学した生徒が，震災の記録を残す
活動の一つとして，町内に21か所ある浜

は ま

の津波到
と う

達
た つ

地点
に石碑を建てる計画を進め，2013年11月に最初の石碑を

完成させました。石碑には，これから生まれてくる人たち
に，自分たちと同じ苦しみや悲しみを経

け い

験
け ん

してほしくない，
という思いから，大地震が来たらこの碑より高いところに
にげること，にげない人がいたら無理にでも連れ出すこと
などの，生徒が考えたメッセージが刻まれています。
　過去の災害に学ぶとともに，自分たちの経験を教訓とし
て，未来の世代に積極的に伝えようとする若

わ か

い世代が育っ
ています。

環境

平和 防災

PKO

身の回りや世
界で，どのよ
うな人たちが
活躍している
のかな。

災害復興

先人
に学ぶ

P.292～293　歴史を掘り下げる「冷戦終結後の近隣諸国との関係」も見てみましょう。

学術

文化

290 291

世
紀

B.C.

A.D.
1
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4
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10
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20
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時
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石
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縄
文

弥
生

古
墳
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鳥
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平
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鎌
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朝
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戦
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昭
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令
和
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経
け い

済
ざ い

発
は っ

展
て ん

か，環
か ん

境
き ょ う

保全か，
足
あ し

尾
お

鉱毒事件を通して考えよう歴史
　1890（明治23）年ごろから，栃

と ち

木
ぎ

県の
足尾銅山の鉱毒が渡

わ た

良
ら

瀬
せ

川に流れ出し，
下流の田畑の作物が枯

か

れ，魚が死ぬなど
の被

ひ

害
が い

が広がりました。また，銅山の煙
え ん

害
が い

や用材のための森林の乱
ら ん

伐
ば つ

によって水
す い

源
げ ん

の山々ははげ山となり，1896年には大
洪
こ う

水
ず い

が起こって，３万haをこえる土地が
鉱毒におおわれました。
　こうしたなか，当時の人々はどのよう
に対応したのでしょうか。銅山の操

そ う

業
ぎょう

停
止と被

ひ

災
さ い

民
み ん

の救
きゅう

済
さ い

を求めた田中正造と政
府の対応を学び，みなさんもこの問題に
ついて考えてみましょう。

足尾鉱毒事件の年表資料2 田中正造の直訴状の内容資料3

足尾銅山の鉱毒の被害資料1

田
た

中
な か

正
しょう

造
ぞ う

はどのよう
な事態を問題とし，
帝
て い

国
こ く

議会や天
て ん

皇
の う

に何
を訴

うった

えようとしたの
でしょうか。

▶ 資料1〜3 から，足尾
鉱毒事件の概

が い

要
よ う

を確
か く

認
に ん

して，田中正造の主
張を読み取りましょう。

▼学習の流れ

ステップ1

年 できごと
1610 足

あ し

尾
お

銅山が発見され，江
え

戸
ど

幕
ば く

府
ふ

の直轄となる
1817 銅山休止し，廃

は い

山
ざん

同様となる
1877 銅山が古

ふ る

河
か わ

市
い ち

兵
べ

衛
え

の所有となる
1880 魚が浮死，栃

と ち

木
ぎ

県から渡
わ た

良
ら

瀬
せ

川の魚類捕
ほ

獲
か く

禁止
令が出る

1890 渡良瀬川の大洪
こ う

水
ず い

で，沿
え ん

岸
が ん

に鉱毒被
ひ

害
が い

が発生
各町村で鉱毒反対の動きが表面化する

1891 田
た

中
なか

正
しょう

造
ぞ う

，帝
て い

国
こく

議会で初めて足尾銅山鉱毒問題
を取り上げ，操

そ う

業
ぎょう

停止を求め，政府の責任を追
つ い

及
きゅう

する
1896 大洪水で鉱毒被害が１府５県に拡

か く

大
だ い

し，鉱業停止
運動が活発になる

1897 政府は銅山に鉱毒除
じ ょ

害
が い

工事を命じる
1898 被災民1万人,上京しようとして警

け い

官
か ん

と衝
しょう

突
と つ

1900 被災民3000人，請
せ い

願
が ん

のため上京の途
と

中
ちゅう

，警官隊
に阻

そ

止
し

，鎮
ち ん

圧
あ つ

される（川
か わ

俣
ま た

事件）
1901 田中正造，鉱毒被害について天皇に直

じ き

訴
そ

を試みる
1902 被災民上京。政府は銅山に鉱毒予防工事を命じ，

洪水対
た い

策
さ く

で谷
や

中
なか

村
む ら

を遊水地とすることを決定
1904 田中正造が谷中村に移り住む
1906 谷中村，強制破

は

壊
か い

により廃
は い

村
そ ん

となる

　謹
つつし

んで思いますに，政府当局にその責任
を尽

つ

くさせて，陛
へ い

下
か

の赤子＊である人民に自
然の恩

お ん

恵
け い

をあたえる道は，他にありません。
それは，
第一に，渡良瀬川の水源を清めること。
第�二に，川の流れを修築して，そのもとの状
態に戻

も ど

すこと。
第�三に，鉱毒ではげしく汚

お

染
せ ん

された土を除
じ ょ

去
き ょ

すること。
第四に，沿岸の無限の天産を復活すること。
第�五に，多数の町村の退

た い

廃
は い

した状
じょう

況
きょう

を回復
すること。
第�六に，加毒の鉱業を止め，鉱毒に汚染さ
れた水などの流出を根絶すること。

（一部要約）
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足尾銅山の鉱毒の被害
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鉱毒被害地（1899年）
ひ がい

足尾銅山
おあしあし

田中正造
（1841～1913）
（東

とう

京
きょう

都　国立国会図書館蔵）

地元の衆
しゅう

議
ぎ

院
い ん

議員の
田中正造は，農民と
ともに鉱山の操業停
止と被災民救済を政
府に訴

うった

えました。そ
して，新聞や都市の
知識人らの支

し

援
え ん

が広
がっていきました。

日本の銅の生産量の推
す い

移
い

資料4

日本の輸出品に占
し

める銅の割
わ り

合
あ い

資料5 政府の主な対応資料6

ステップ2

あなたが当時の国民
の一人だったら，国
の経済発展と各地

ち

域
い き

の環境保全のどちら
を重

じゅう

視
し

し，優
ゆ う

先
せ ん

しよ
うとしますか。
　ステップ1・ 2で読
み取ったことなどを
もとに，自分の考え
をまとめましょう。

▶自分がそう考えた理
由も整理して，みんな
と意見交

こ う

換
か ん

をしてみま
しょう。

ステップ3

▼学習の流れ

政府はなぜ，田中正
造の訴えを全面的に
認
み と

めなかったので
しょうか。またどうし
て，そのような決定
をしたのでしょうか。

▶ 資料1・2 と 資料4〜6

を読み取り，当時の日
本の状

じょう

況
きょう

と政府の方
ほ う

針
し ん

との関連に着目しま
しょう。

0 1 2 3 4

1877年

1882年

1887年

1892年

1897年

1902年

1907年

万t

全国

うち足尾銅山
あし  お

どう

き いと

めん し

きぬ

生糸
35.1

生糸
28.4

綿糸
9.9

絹織物
7.2

綿織物
4.5

茶
18.0

その他
29.7

その他
45.4

水産物
6.9

石炭
5.3

3715
万円

4億
5843
万円

銅
5.0%

銅
4.6%

（『明治工業史 第8巻』）

（『日本貿易精
せい

覧
らん

』）

このころ世界で電気事業が発展し，
電線など銅の需

じ ゅ

要
よ う

が増えていまし
た。当時の日本は，世界有数の銅
の生産国でした。全国の銅の生産
量のうち，足尾銅山の占

し

める割
わ り

合
あ い

を読み取りましょう。

自分の考えをまとめ，意見交換しよう。

1 私は 3 クラスのみんなと意見
交換をして考えたこと

2 その理由は

〔　　　　　　　　　　　　　　〕を重視します。

1885年 1910年 　鉱毒被害の訴えを受けた政府は，1897
年，足尾銅山に対して鉱毒除害の工事を
命令し，銅山側も対応しました。しかし鉱
毒被害はおさまらず，1902年に改めて鉱
毒調査会を設け，鉱毒予防工事の実

じ っ

施
し

を
求めました。また，洪水対策として，渡良
瀬川と利

と

根
ね

川の合流点に近い栃木県の谷
中村を廃村として遊水地にし，ここに鉱毒
をとどめることを決定しました。一方で，
銅山の操業停止は求めませんでした。

216 217

　その際，本教科書に収載された「テーマ別さくいん」（教
科書 P.298-299）を有効に活用していくことが，SDGs に
向けた社会科歴史学習を深めていくことにもつながると思い
ます。子どもたちは，それぞれの問題意識に基づいて歴史
学習を進める中で，「テーマ別さくいん」によって，たとえば「き
きん・災害・疫病」の項目を参照しながら，古代から現代
における歴史を問題史的に学んでいくことが考えられます。
また，その学びの中で，現在でも宮城県女川町において，「千
年後の命を守るために」過去の災害に学ぶとともに自分たち
の経験を教訓として未来の世代に積極的に伝承しようとする
取り組みが存在すること，そして，その主体が同じ中学生で
あること（教科書 P.291「女川いのちの石碑」）に出会うでしょ
う。
　SDGs に関わる歴史上の出来事を授業で扱うことは，歴
史の大きな流れや各時代の特色をとらえる学習においても，
適時，継続的に積み重ねていくことが大切になると思います。
具体的な事例として，近世では浅間山の噴火の甚大な被害

▲ 教科書 P.291

▲ 教科書 P.216

▲ 教科書 P.299

テーマ別さくいん

「歴史との対話」を未来に活かす

「歴史との対話」を未来に活かす

　私たちは，第 6編「現代の
日本と世界」の学習で，解決
が求められるさまざまな課題
があることを学びました。そ
れらを解決するためには，ど
のように考えていけばよいの
でしょうか。
　歴史の学習では，できごと
がなぜ起こったのか，それら
が何と関連し，またどのよう
な結果をもたらしたのかとい
う，因果関係を大切に学んで
きました。
　それぞれの課題を正しくと
らえるには，その成り立ちや
変
へん

遷
せん

を知ることが必要です。
また，それらの課題解決に向
けた先人たちの営みや知

ち

恵
え

を
学ぶことも大切なことです。
　現代の諸

しょ

課題について，そ
の歴史をふり返り，先人たち
の知恵に学びながら，よりよ
い未来をつくる第一歩を考え
ていきましょう。

政治
国家の形成
ヤマト王権の統一   32
律令国家の確立
聖徳太子と蘇我氏の政治   40
大化の改新   42
大宝律令   43
天皇や貴族の政治
律令制度の立て直し   52
摂関政治   54
院政   70
建武の新政   88
南北朝の対立と合一   88，89
武家政治
武士のおこり   68
武士の台頭   71
平氏政権   71
鎌倉幕府   72
執権政治   73
室町幕府   89
江戸幕府   126
幕府政治の改革   146，147，173
武家政治の終わり   177
近代国家の形成
明治維新   180，181
廃藩置県   181
地租改正   184
立憲制国家の成立・民主政治（日本）
自由民権運動   194，195，196，197
政党   197，200，205，212，230， 
 232，243，245，268，273，288
内閣制度   198，199
大日本帝国憲法   198，199
帝国議会   199，200
護憲運動   230，231
民本主義   230
政党内閣   230，243
普通選挙法（制）   231
日本国憲法   266
男女普通選挙   264，266
女性の政治参加
　  31，40，73，233，266，267
立憲制国家の成立・民主政治（世界）
ギリシャ・ローマの民主政（民主政治）・
　共和政   24，25
市民革命   166，167
啓蒙思想   165

議会政治の成立   164，165
憲法・法（日本）
　  40，43，47，73，84，95，97， 
 117，119，127，136，137，146， 
 147，172，180，181，184，196， 
 198，199，201，212，231，233， 
 245，266，267，279，291
憲法・法（世界）
　  20，24，38，165，166，167， 
 190，209，231

経済・社会
狩りや採集の生活   28，29，30
農業
稲作の広まり   30，31
古墳時代の農業   33
奈良時代の農業   47
鎌倉時代の農業   76，77
室町時代の農業   95
江戸時代の農業  134，138，148，154
工業
室町時代の工業   94
問屋制家内工業   148
工場制手工業   148
鉱業
戦国時代の鉱業   121
江戸時代の鉱業   138，139
明治時代の鉱業   210，211
商業
奈良時代の市   44
鎌倉時代の商業   77
室町時代の商業   94
安土桃山時代の商業   117
江戸時代の商業   134，135，141
貨幣
奈良時代の貨幣   47
宋銭の使用   77，94
明銭の使用   90，94
江戸時代の貨幣   126，141，146，175
明治時代の貨幣   182
土地
公地公民（班田制）   42，47，52，54，86
荘園   47，70，86，87
荘園公領制   86，87
太閤検地   118，119
地租改正   184
農地改革   267

租税   47，52，77，94，119， 
 134，164，166，184
土地制度の移り変わり   310
交通
奈良時代の交通   47，48，49
鎌倉時代の交通   76，77
室町時代の交通   94，95
江戸時代の交通   140，141
明治時代の交通   182，188，210，211
大正時代の交通   235，237
昭和時代の交通   279
産業革命と資本主義
殖産興業   182，185
日本の産業革命   210，211
財閥   211，227，267，278
公害の発生   213
高度経済成長   278
技術革新   278
四大公害   279
バブル経済   282，288
身分
古代まで   31，32，44，47，54
中世   96，97，119
近世   119，127，134，135，147， 
 180，181
近代   181，194
女性の地位・権利
　  77，90，135，201，212， 
 233，267，281
ききん・災害・疫病
古代まで   47，300，301
中世   79，300，301
近世   146，147，149，172，300，301
近代   240，300，301
現代   289，291，300，301

文化
芸術
詩歌   50，56，79，93，101，142， 
 143，153，213
物語・小説   56，79，101，143， 
 153，213，236
日記・随筆   56，79
絵画   19，55，98，99，113， 
 122，143，152，153，214，239
演劇   25，100，101，122， 
 123，142，143，234

　次のページから，現代社会の課題の例として，災害・政治参加・世界平和について考えていきま
す。その他の課題について考えていってもかまいません。選んだ課題に関する歴史をふり返るとき，
下のテーマ別さくいんのほか，P.311～317の人名・事項のさくいんを活用しましょう。　

芸道   100，101，122
音楽   93，122，236，269，284
映画   235，236，269，284，285
建築   21，23，25，41，45，46，48， 
 49，53，55，64，65，69，71， 
 78，91，98，99，112，117， 
 122，123，188，278
信仰・宗教
古代まで   23，26，27，29，30，33， 
 41，49，51，53，57
中世   81，96，97，99，101，112
近世   113，114，116，117，119， 
 128，129，153，177
近代   180，188，245
現代   265，287
学問・教育
古代まで   23
中世   91，100
近世   144，145，147，150， 
 151，165
近代   186，187，199，214， 
 236，250，251
現代   266，267，279
女性の文化における活躍
　  51，135，191

外交
交流
　  25，31，33，40，48，49，53， 
 55，112，113，114，116，130，131
貿易
　  23，71，90，93，120，128， 
 129，130，132，133，162，175
戦争・平和
　  33，42，43，83，84，121， 
 170，171，176，177，191， 
 204～208，224～229，242～253， 
 264，265，270～273，274～277， 
 286，287，290，291
中国との関係
稲作・金属器の伝来   30
卑弥呼の使い   31
倭の五王の使い   33
遣隋使・遣唐使   40，49，55
日宋貿易   71
元の襲来   83～85
倭寇   90，120

勘合貿易   90
鎖国下の貿易   129
日清修好条規   191
日清戦争   204
二十一か条の要求   226
満州事変   242
日中戦争   244
日中平和友好条約   277
現在の課題   293
朝鮮との関係
稲作・金属器の伝来   30
渡来人の活躍   33，41
朝鮮半島との貿易   90，91，130
朝鮮侵略   121
朝鮮との国交回復   130
朝鮮通信使   130，131
日朝修好条規   191
征韓論   194
韓国併合   208
日韓基本条約   277
現在の課題   277，292
その他のアジアとの関係
アイヌ民族との交易   91，132，133
琉球王国との貿易   91，93，130，131
朱印船貿易   128
欧米諸国との関係 
ヨーロッパ人の来航   116
南蛮貿易   116，120
鎖国・開国   129，174，175
異国船打払令   172
日米和親条約   174
日米修好通商条約   175
条約改正   190，202，203
日英同盟   206，229
日露戦争   207
第一次世界大戦   224，226
ベルサイユ条約   228
日独伊三国同盟   247
日米安全保障条約   273
全世界との関係 
国際連盟への加盟   228
国際連盟の脱退   243
第二次世界大戦   246，249
太平洋戦争   248～253
サンフランシスコ平和条約   273
国際連合への加盟   273
主要国首脳会議への参加   287

「テーマ別さくいん」の活用について
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に際しての「天地返し」の取り組みを通して，当時の自然
災害からの復興に向けた先人の工夫や努力に学ぶことがで
きます（教科書 P.149「天明のききんと復興」）。また，近
代では足尾鉱毒事件をめぐって国の経済発展と各地域の環
境保全のどちらを優先すべきかを，当時の時代的・社会的
状況において子どもたち自身が選択・判断するような学習が
可能です（教科書 P.216-217「経済発展か，環境保全か，
足尾鉱毒事件を通して考えよう」）。
　このように，先人の知恵に学ぶことができるコラムとし
て「先人に学ぶ」が，また歴史を面白く，深く学ぶ特設
ページとして「チャレンジ歴史」が各編に配置されており，
SDGs を扱う上で参考になる教材となっています。学びの主
体である現在の子どもたちの問題意識を丁寧に見取りなが
ら，歴史学習を組織していくことがますます重要になってい
ると考えます。

ことができます。
　このように，現代社会における諸課題を理解・解決してい
くために，過去の事例を題材として当時の人々が直面した課
題とその解決のための取り組み（選択・判断）に向き合い
ながら，今後のよりよい社会の在り方を構想するような学習
が，SDGs に向けた社会科歴史学習に求められる役割の一
つであると考えます。

SDGsを扱う授業によって，
生徒にどんなことが期待できるか

5

●熊田 禎介（くまた ていすけ）
専門分野／社会科教育学・歴史教育
主要著書／
井田仁康編『教科教育における ESD の実践と
課題～地理・歴史 ･ 公民 ･ 社会科～』（分担
執筆，古今書院，2017 年）
江口勇治監修・編著，井田仁康・唐木清志・
國分麻里・村井大介編著『21世紀の教育に求
められる「社会的な見方・考え方」』（分担執筆，
帝国書院，2018 年）
日本文教出版『中学社会』教科書著者



　ＳＤＧｓ達成のためには，国内外の課題の原因や影響に
ついて理解させるだけでは不十分であり，その解決に向けて，
将来，実際に行動することができる市民を育成しなければな
らない。このように考えると，平成 29 年告示学習指導要領
においてＳＤＧｓ達成と最も深く関係する公民的分野の内容
は，内容「Ｄ　私たちと国際社会の諸課題」となる。ここでは，
まず，「（1）世界平和と人類の福祉の増大」において，ＳＤ
Ｇｓを採択した国際連合について，その働きなどを学んだう
えで，課題解決のためには経済的，技術的な協力が大切で
あり，国際社会の動きをふまえて我が国の役割を考察，構
想し，表現することが期待されている。そして，「（2）よりよ
い社会を目指して」では，よりよい社会を築いていくために
解決すべき課題を多面的・多角的に考察，構想し，自分の
考えを説明，論述することが期待されている。
　以上のような学習指導要領の内容をふまえて，日本文教
出版の令和 3 年度版『中学社会』公民的分野教科書では，
様々な観点からＳＤＧｓ達成に向けた取り組みを紹介すると
ともに，生徒に持続可能な社会を目指して自分に何ができ
るかを考えさせようとしている。教科書 P.206（図１）で
は，本文において，ＳＤＧｓは，国際社会全体が目指すも

▲ 図 1　教科書 P.206　持続可能な社会をめざして

▲ 図２　教科書 P.207　プラスチックによる海洋汚染に立ち向かう

のであると同時に，先進国と発展途上国では状況が異なり，
重点的に取り組む目標が違っていることや互いの協力や支
援が必要であることが述べられている。そして，資料として
示された「日本の達成度の低い目標」を見ると，先進国で
ある日本にも，ＳＤＧｓ達成が決して容易ではないことが理
解できるようになっている。ＳＤＧｓが従来の国際社会の取
り組みと異なっているのは，掲げられた17の目標が具体的
で，2030年という達成期限が明確に定められているという
点である。そこで，生徒には，日本の達成度が低い目標を
確認したうえで，具体的にその数値がどれくらいで，2030
年の目標達成に向けてどの程度の努力が必要であるかを調
べさせたい。例えば，女性国会議員の比率は，2018年の
時点で 10％を少し上回る程度であり，世界の平均に比べる
と10ポイント近く低くなっている。この指標を見るだけでも，
ＳＤＧｓ達成が，日本にとっていかに困難な課題であるかを
実感することができよう。

　ＳＤＧｓ達成は，決して他人事ではない。国民の一人とし
て，中学生でも関わることができる課題もある。教科書P.207

（図２）のプラスチックによる海洋汚染の事例は，そのこと
を示してくれている。自分たちの日々の生活が海洋汚染の原
因となっており，遠い海に生息するクジラにも大きな影響を
与えていること，その問題の解決のために身近な海の清掃に
取り組む人がいることを知った中学生が，自分にもできるこ
とがないかを考えるようになることが期待されている。
　ＳＤＧｓの目標は多様であり，数も多い。その解決のため
には，時間も労力も資金も必要である。そこで，どの目標に

学習指導要領との関係と
教科書での取り扱い
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　ＳＤＧｓの達成のために，今何をすべきかを学ぶことは，
生徒に，自分たちの世代だけではなく将来の世代にとって何
が必要かを，今後の社会の変化を予想しながら考察し，判
断する力を身に付けることを期待している。今，どうなって
いるかを把握することでさえ難しいのに，さらに，予測困難
な将来のことを見通しながら考えたり，決断したりしなけれ
ばならないのである。しかし，冒頭で引用した内容D（2）の「多
面的・多角的に考察，構想」の「構想」とは，まさにこの
ことを意味している。そのためにも，自分は将来どのような
生き方をするのか，そのためにどのような社会を形成しなけ
ればならないのか，自分なりの考えを持つことができる生徒
を育てたい。

　公民的分野では，内容のＤ以外の経済や政治の領域の内
容も，そのほとんどはＳＤＧｓ達成に関わるものである。日
文『中学社会』公民的分野教科書では，教科書 P. 2 - 3

にて17の目標を示している（図３）ほか，第 1 編において
現代社会の特色のひとつとして取り上げており，教科書全
体を通してSDGｓについて考えられるよう工夫している。「Ｂ　
私たちと経済」の内容においては，特に，社会保障，消費
者教育，財政と租税の学習などは，持続可能な社会の形成
について考えさせるうえで鍵となる内容であり，ＳＤＧｓ達
成に向けて行動するための基盤となる認識を形成するうえで
も重要である。社会保障については，これらかの福祉社会
のあり方を考えたうえで，受益と負担の均衡のとれた持続可
能な制度をいかに構築するかという点からの学習が求められ
る。また，消費者教育については，自らの消費生活とその
中での行動が，現在及び将来の世代の生活環境を変え得る
力を持っていることを自覚したうえで，公正かつ持続可能な
社会の形成に参画するという点からの消費生活の見直しが
期待されている。「Ｃ　私たちと政治」では，ＳＤＧｓ達成
に向けた政治的意思決定の仕組みを理解することと，そこに
自らが関わるための政治参画のあり方を学ぶことが重要であ
る。例えば，政治参加の学習においては，政治においては

▲ 図３　教科書 P. 2 - 3　これからの社会をどんな社会にしたい？

優先的に取り組むかを考
えなければならない。そ
のことは，自分の理想と
する社会がどのようなも
のであるかを反映してい
る。したがって，社会に
対する見方が異なれば，
優先すべき目標や，解
決のために選択する方法
も異なってくる。そのこ
とが対立を生むこともあ
る。教科書 P.207 では，
このことを実感的に捉え
させるためにダイヤモン
ドランキングを使ってどの目標を重視するかを考える活動が
設けられている。自分のランキングを他者と比較し，その違
いについて話し合うことで，国際社会においてＳＤＧｓ達成
に向けての足並みがなかなかそろわないことを理解できよう。 

国民の意思をそれに十分反映させることが必要であるが，そ
の一方で国民の意思は，マスコミやＳＮＳなどの影響を受け
易く，それだけに国民一人一人の良識ある主体的な判断力
の育成が，民主政治の鍵であることを，生徒自身が多面的・
多角的に考察する活動を通して自覚し，そのための能力を身
に付けることが必要とされるのである。

●桑原 敏典（くわばら としのり）
専門分野／社会科教育，市民性教育
主要著書／（編著）『高校生のための主権者教
育実践ハンドブック』明治図書，2017 年。（一
部翻訳）アンドレアス・シュライヒャー著『教育
のワールドクラス―21 世紀の学校システムをつく
る』明石書店，2019 年。
日本文教出版『中学社会』教科書著者

教科書全体を通して
SDGsについて考える

おわりに
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飢餓を終わらせ，食料安全保障及び栄養改
善を実現し，持続可能な農業を促進する。

包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で
持続可能な都市及び人間居住を実現する。

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わら
せる。

各国内及び各国間の不平等を是正する。

すべての人々の，安価かつ信頼できる持続
可能な近代的エネルギーへのアクセスを確
保する。

持続可能な開発のための平和で包摂的な社
会を促進し，すべての人々に司法へのアクセ
スを提供し，あらゆるレベルにおいて効果的
で説明責任のある包摂的な制度を構築する。

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持
続可能な管理を確保する。

陸域生態系の保護，回復，持続可能な利用
の推進，持続可能な森林の経営，砂漠化へ
の対処，ならびに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止する。

ジェンダー平等を達成し，すべての女性及
び女児の能力強化を行う。

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を
保全し，持続可能な形で利用する。

すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教
育を確保し，生涯学習の機会を促進する。

気候変動及びその影響を軽減するための緊
急対策を講じる。

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生
活を確保し，福祉を促進する。

持続可能な生産消費形態を確保する。

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべて
の人々の完全かつ生産的な雇用と働きがい
のある人間らしい雇用（ディーセント・ワー
ク）を促進する。

持続可能な開発のための実施手段を強化
し，グローバル・パートナーシップを活性
化する。

「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」（外務省）
（https://www.mofa.go. jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/
pdf/000270935.pdf）を加工して作成

強靱（レジリエント）なインフラ構築，包
摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノ
ベーションの推進を図る。

世界を変えるための17の目標




